
本
年
四
月
末
、
青
森
で
弘
前
大
学
医
学
部
の
臼
谷
三
郎
教
授
を
会
長
と
し
て
第
六
二
回
日
本
産
業
衛
生
学
会
が
開
か
れ
た
。
今
年
は
ち
ょ
う

ど
学
会
の
創
立
六
○
周
年
に
あ
た
り
へ
学
会
長
が
「
温
故
知
新
」
を
学
会
の
思
想
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
「
わ
が
国
の
産
業
医
学
の
発

展
過
程
と
そ
の
近
未
来
像
」
と
い
う
題
で
特
別
講
演
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
学
会
の
席
で
西
川
愼
八
教
授
の
急
逝
の
こ
と
を
知
ら
さ

れ
て
、
元
気
な
様
子
だ
っ
た
の
に
と
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
産
業
衛
生
学
会
の
「
労
働
衛
生
史
研
究
会
」
の
会
員
で
も
あ
っ
た
西
川

自
然
の
姿
の
写
生
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
杉
田
玄
白
先
生
の
医
事
は
自
然
に
如
か
ず
の
、
自
然
が
頭
に
閃
い
た
の
で
、
そ
う
だ
、
僕
は
洪
庵
の
格

●
●
■
●
●

言
と
、
玄
白
の
格
言
の
二
つ
を
組
合
わ
せ
て
「
医
祖
を
仰
い
で
』
で
は
な
く
て
『
自
然
を
胸
に
』
と
し
た
。
こ
れ
ぞ
我
が
緒
方
富
雄
の
格
言
で

す
」
「
僕
は
も
う
こ
れ
か
ら
一
生
こ
れ
で
押
し
通
す
つ
も
り
で
す
。
で
、
あ
ん
た
は
、
僕
の
格
言
を
も
ら
う
第
一
号
で
す
よ
。
大
事
に
し
て
下

さ
い
」
と
嬉
し
さ
を
顔
一
杯
に
籠
め
て
お
渡
し
下
さ
っ
た
。

緒
方
先
生
は
、
こ
の
昭
和
五
十
九
年
以
後
、
入
院
ｌ
退
院
を
繰
り
返
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
暮
に
は
あ
の
豊
か
な
体
は
半
分
に
痩
せ
ら
れ

み＝
ノー
0

奥
様
、
御
家
族
の
厚
い
看
護
の
下
に
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
御
自
宅
で
往
生
な
さ
れ
た
。

い
ま
は
心
か
ら
緒
方
富
雄
先
生
の
御
冥
福
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

西
川
愼
八
教
授
を
憶
う
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教
授
に
私
の
特
別
講
演
は
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

実
は
西
川
教
授
は
私
よ
り
か
な
り
若
い
。
数
年
前
に
日
大
医
学
部
名
誉
教
授
に
は
な
っ
て
い
た
が
、
日
本
体
育
大
学
の
現
役
教
授
で
、
ま
だ

ま
だ
活
躍
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
年
齢
だ
っ
た
。

私
と
西
川
教
授
は
日
本
医
史
学
会
と
い
う
よ
り
日
本
産
業
衛
生
学
会
で
の
付
き
合
い
の
方
が
長
い
。

西
川
教
授
は
日
本
医
史
学
会
総
会
で
は
、
明
治
初
年
に
各
地
に
創
立
さ
れ
や
が
て
消
滅
し
た
医
学
校
を
と
り
あ
げ
、
何
回
か
報
告
し
て
、
医

史
学
会
で
も
関
心
の
高
い
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

一
■
■
．
ｂ
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．
、
哩
，

重
要
文
化
財
で
喜
多
院
蔵
の
「
職
人
尽
絵
」
屏
風
を
五
月
は
じ
め
に
ゆ
っ

く
り
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

西
川
教
授
の
逝
去
を
聞
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
も
思
い
出
し
て
い
た
。

六
月
四
日
、
西
川
教
授
の
葬
儀
と
告
別
式
が
、
こ
の
由
緒
あ
る
喜
多
院
で
執
り
行
わ
れ
た
。
合
掌
。
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